

















































































元茨城大学学長)から， Kochan (Hrsg.)の f一般
教授学教科教授学専門科学J(Allgemeine 







































































































































践のための科学j(Wissenschaft fur eine 
Praxis)であるのみならず，教育実践に中心的な
認識の源泉をもっているという意味で『実践か


























































































































































































































































































































































































































File Maker I， File Maker Proとなり，現在の
最新版はVer.15になっています。
3.外部資金の申請・獲得
高知大学時代の研究費は80万円位であったと
思います。共通経費はほとんど引かれませんで
したが，電話代，学生実験の消耗品など全て自
分の研究費から賄うものでした。当時は，研究
費と旅費は峻別されていまして，旅費が不足す
ると出張には出られませんでした。旅費は確か
9万円位で，東京1回出張，四国支部大会l自出
張で消えてしまうものでした。日本理科教育学
会，日本科学教育学会， 日本理科教育学会の四
国支部大会にはどうしても出張したかったので
すが，全国各地で関かれる全国大会に出張で参
加することができないこともありました。「旅費
が欲しいJ， Iマウス付きの Macのコンピュー
タが欲しいJ，Iレーザ・プリンタjも欲しいと
いうことで，科研費を申請しました。 1986，
1989年と申請するも不採択が続きました口最初
の申請題自は， 119世紀前半ドイツギムナジウ
ムへの自然科学的教科の導入過程研究」でした。
当時，申請書ーは手書きでした。不採択になった
のは，字が下手なためではないかとも考えて，
ますます，当時出たてのワープロが欲しくなり
ました。次の申請課題は 1M.ヴァーゲンシャ
インの発生的科学教授論の理論的・実践的研究J
でした。ワープロのキャノワードを研究費で購
入し，申請書にプリンドアウトした文章や文字
を貼り付けて，申請書を完成しました。しかし，
これも不採択でした。不採択の-[3)は，申
-84-
の文字が小さ過ぎたことにもある，とも考えま
した。というのも，審査員は年配の方ばかりだ
から老眼気味で，小さな文字は読みにくかった
のかも知れない，と考えたわけです。次回は，
倍角文字(現在では死語)を使うとも考えまし
た。
先ほど申し上げましたが 遠藤晃賢先生の科
研でドイツの環境教育を調べて報告書を書くと，
環境庁から誘われ， I子供たちの環境教育の充実
に関する体系的調査J委員会の委員になってい
ました。 遠藤先生から， ¥環境庁の仕事もして
いるのだから環境教育で一般研究(B)で申請す
るようにJ，と勧められました。単独での申請は
やめて，技術教室の遠藤先生始め，体育教室，
国語教室，数学教室，社会科教室の先生方に分
担者になってもらって 一般研究(B)に申請し
ました。おかげで i斬く採択され， 320万円
(一般研究(B)の上限は500万円まで，現在(B)の
上限は2000万円)の科研費をいただきました。
当時高知大学で、新規採択の(B)は2件であった
と思います。念願のMacIIVX : 85万円，プリン
タOKIMicroline 78万円を購入することができ
ました。
その後は，科研申請についていろいろ学びま
したし，科研費の申請を促す立場にも長いこと
おりましたので，私自身も科研費を申請しま売け
てきました。このスライドは，科研費の申請に
関わるものですが，時間が来たようですので，
詳細はアーベントの方で個人的にお話ししたい
と思います。お時間が参りましたので，この辺
で終わりにさせていただきます。ご静聴ありが
とうございました。ご多忙中，遠路お出でくだ
さった皆様に心よりj懇話j申し上げます。皆様のご
健勝と人間系・教育学域のさらなる充実と発展
を祈念いたしております。ありがとうございま
した口
。 。
